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 	 本論文は、「鉄筋コンクリート造柱梁接合部の性能評価法に関する研究」と題
して、鉄筋コンクリート造柱梁接合部の終局強度等の柱梁接合部の部材の力学
特性の推定方法を、接合部パネルのモーメントに対する抵抗機構の力学モデル
に基づき理論的に導いて定式化し算定式として提案するとともにその妥当性を
既往の柱梁接合部の実験結果により検証したものである。論文は、以下の７章
から構成されている。 
 
 第１章「序論」では、本研究の背景、目的および論文の構成について述べ、現
行の柱梁接合部の耐震設計における問題点を指摘して、本論文における検討の
範囲と具体的な目標を、各章の要約により示している。 
 
	 第２章「既往の研究」では、関連する既往の研究として、柱梁接合部のせん
断力に対する抵抗機構に関する研究について述べ、次に、本研究の基礎となっ
ている柱梁接合部の終局モーメント、柱梁接合部の釣合破壊、限界補強量に関
する一連の研究、及び、柱梁接合部の復元力特性に関する研究について詳述し
ている。最後に、国内外の代表的な鉄筋コンクリート構造の設計基規準におけ
る柱梁接合部に関する規定について述べている。 
 
	 第３章「十字形接合部の終局モーメント」では、十字形柱梁接合部の終局モ
ーメントの算定法と釣り合い破壊時の限界補強量について述べている。柱梁接
合部に作用するモーメントに対する変形機構と耐荷機構のモデルを基に、終局
時には柱梁接合部内で引張側の梁・柱主筋および接合部横補強筋が降伏してい
るという条件を用いて、柱と梁の形状、配筋、境界条件が考慮された一般的な
十字形柱梁接合部の終局モーメント算定法を定式化している。また、主筋の降
伏と斜めストラット上のコンクリートの圧壊が同時に生じるという条件、並び
に、主筋の伸びに適合する柱梁接合部の変形とコンクリートの圧縮ひずみによ
る柱梁接合部の変形が等しいとする適合条件を用いて、釣り合い破壊時の限界
補強量の算定式を定式化している。 
	 提案式の妥当性の検証のため、終局モーメント算定式について、既往の実験
結果と比較して、コンクリート強度、主筋量、柱梁強度比、スパン長さ等の設
計因子が適切に評価され良い精度を示すことを示している。さらに、釣り合い
破壊時の限界補強量算定式について、既往の実験データベースの実験結果と算
定式を比較し、実験で主筋降伏前に接合部破壊した試験体は主筋量が限界補強
量の算定値を上回っていることを示している。 
	 さらに、既往の実験データベースの分析から、柱梁接合部の終局モーメント
の算定値が梁・柱の曲げ強度時のモーメントより大きくても、接合部破壊が起
こる場合が多く存在することから、柱梁接合部の終局モーメントを確保するだ
けでは柱梁接合部の損傷を抑えることはできないことを示した。  
 
	 第４章「ト字形接合部の終局モーメント」では、ト形柱梁接合部を対象に、
終局モーメントの算定法と釣り合い破壊時の限界補強量について述べている。
ト形接合部では鉄筋の降伏位置および拡大するひび割れに応じた 4 つの終局状
態を仮定し、それぞれについて外力と内力の釣り合いと鉄筋の降伏条件から導
かれた終局モーメントの算定式を定式化している。また、十字形柱梁接合部の
場合と同様に釣り合い破壊時の鉄筋の伸びとコンクリートのひずみから釣り合
い破壊時の限界補強量の算定式を定式化している。 
	 提案式の妥当性の検証のため、終局モーメント算定式については、既往の実
験結果と比較して、主筋量、横補強筋量、柱梁強度比、梁主筋の定着長さなど
の設計因子が適切に評価され良い精度を示すことを示している。さらに、釣り
合い破壊時の限界補強量算定式について、既往の実験データベースの実験結果
と算定式を比較し、実験で主筋降伏前に接合部破壊した試験体は主筋量が限界
補強量の算定値を上回っていることを示し、限界補強量による主筋降伏前の接
合部破壊の判別が可能であることを確認かめている。 
 
	 第５章「L 形接合部の終局モーメント」では、L 形柱梁接合部を対象に、終局
モーメントの算定法について述べている。L 形柱梁接合部について、開く方向と
閉じる方向に分け、開く方向では梁と柱の主筋の定着端を結ぶ向きに形成され
る圧縮ストラットに沿ったひび割れ面が開く変形機構および梁端、柱端のいず
れかのひび割れが開く変形機構についてそれぞれの終局状態を仮定し導出した
終局モーメントの算定式を定式化している。また、鉄筋の伸びとコンクリート
のひずみによる接合部パネルの変形の適合条件を用いて限界補強量の算定式を
定式化している。閉じる方向では、梁の上端主筋の折り曲げ位置と柱と梁の入
隅部を結ぶ向きに形成される圧縮ストラットに沿ったひび割れ面が開く変形機
構および梁端、柱端のいずれかのひび割れが開く変形機構についてそれぞれの
終局状態を仮定し導出した終局モーメントの算定式を、また、他の場合と同様
にして限界補強量の算定式を定式化している。 
	 提案式の妥当性の検証のため、開く方向の終局モーメントの計算値は、主筋
量、接合部横補強筋量、梁下端主筋の定着長さの影響を適切に評価できること
を確認している。限界補強量は既往の実験データベースの実験結果との比較か
ら、開く方向についてはおおむね妥当であるが、閉じる方向については過大な
算定値となっていることがわかった。開く方向については柱梁接合部の終局モ
ーメントを考慮することでおおむね最大耐力の推定ができることがわかった。
閉じる方向では、主筋の定着耐力の不足や補強筋の不足した試験体で、終局モ
ーメントの計算値が過大となる場合があった。 
 
	 第６章「柱梁接合部の性能評価式」では、柱梁接合部の復元力特性、等価粘
性減衰定数および主筋降伏前の接合部破壊を防止するための限界補強量の実用
的な算定式を提案している。柱梁接合部の復元力特性は、斜めひび割れ発生点、
主筋の降伏点、最大耐力点の各特性点とする折れ線で表している。等価粘性減
衰定数は、除荷時の残留変形、スリップ型の履歴特性の硬化開始点の変形角と
モーメントを算定する方法を示し、これに基づいて定振幅の繰り返し載荷時の
履歴吸収エネルギーから算定式を導いている。さらに主筋降伏前の接合部破壊
を防止するための限界補強量の算定式を簡略化して定めている。 
	 各提案式の妥当性は、部分架構の水平加力実験および実験データベースの実
験結果との比較により確認されている。骨格曲線上の特性点については、各点
のモーメントは比較的精度よく推定が可能で、設計因子の影響も表すことがで
きるものであったが変形角はややばらつきのある結果となった。限界補強量の
算定式は L 形接合部の閉じる方向を除いて妥当なものであった。 
 
	 第７章「結論」では、 本研究で得られた成果と今後の課題および展望につい
て述べている。 
 
	 このように、本研究は、鉄筋コンクリート靭性ラーメン架構の復元力特性を
より正確に捉えるために、接合部パネルのモーメントに対する抵抗機構の力学
モデルに基づき理論的に導いて、実務で利用できる簡略化した提案式として示
したものであり、従来にない新しい成果であると高く評価される。この提案式
は、従来耐震性能評価において考慮されてこなかった架構の設計変数である柱
梁強度比などの設計因子が耐震安全性に及ぼす影響を、実務にも役立つようわ
かりやすく式の形で与えている。さらに、提案式を、既往の実験データベース
の実験結果と比較してその妥当性と信頼性を確認しており、より合理的な鉄筋
コンクリート造靭性骨組の耐震設計の確立に極めて有用であり、耐震工学の発
展に大きな貢献をしたものである。 
	 よって本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 
 
